
 

〔別紙〕OCTARVIA プロジェクトの概要 
 
【目的・目標】 

 
【研究内容】 

 
  



 

【参加メンバー】 

分野（参加者数） 会社名 

海運会社（3） 川崎汽船（株） 

（株）商船三井 

日本郵船（株） 

造船会社（12） 今治造船（株） 

（株）大島造船所 

川崎重工業（株） 

サノヤス造船（株） 

ジャパン マリンユナイテッド（株） 

（株）新来島どっく 

住友重機械マリンエンジニアリング（株） 

常石造船（株） 

内海造船（株） 

（株）名村造船所 

三井 E&S造船（株） 

三菱造船（株） 

塗料メーカー（3） 関西ペイントマリン（株） 

中国塗料（株） 

日本ペイントマリン（株） 

プロペラ・舵メーカー（3） かもめプロペラ（株） 

ジャパン・ハムワージ（株） 

ナカシマプロペラ（株） 

ガバナーメーカー（1） ナブテスコ（株） 

船級協会（1） （一財）日本海事協会 

気象コンサルタント（1） （一財）日本気象協会 

研究機関（1） （国研）海上・港湾・航空技術研究所 

 
  



 

【検討体制】 

 
 
【成果プログラムの画面表示例】 
 

 
ライフサイクル主機燃費計算プログラム（OCTARVIA Prediction/Index） 

S1-WG（実海域における実船性能モニタリング手法の構築）
（WGリーダー：枌原直人（ （国研）海上・港湾・航空技術研究所海上技術安全研究所）、サブリーダー：佐藤秀彦（（株）MTI））

S2-WG（実海域性能推定手法の構築）
（WGリーダー：久米健一（ （国研）海上・港湾・航空技術研究所海上技術安全研究所）、サブリーダー：折原秀夫（ジャパン マリンユナイテッド（株）））

S3-WG（実海域性能評価手法の確立）
（WGリーダー：杉本義彦（（株）商船三井）、サブリーダー：黒田麻利子（ （国研）海上・港湾・航空技術研究所海上技術安全研究所））

研究チーム
（複数設置）

プロジェクト運営会議
議長：大和裕幸（（国研）海上・港湾・航空技術研究所 特別顧問）
副議長：太田垣由夫（ジャパン マリンユナイテッド（株）顧問）
（メンバー：プロジェクト参加各社の代表者）

ステアリングコミッティー
委員長：松本光一郎（ジャパン マリンユナイテッド（株） 顧問）
（メンバー：海運３社、造船４社、メーカー等１社、海技研）

検討の付託

研究実施体会議
プロジェクト（PJ）長：辻本勝（（国研）海上・港湾・航空技術研究所海上技術安全研究所）
（メンバー：PJ長＋各WGのリーダー、サブリーダー）

報告

報告

評価 報告

プロジェクト事務局
（ （国研）海上・港湾・航空技術研究所、（一財）日本海事協会）

成果活用検討G
リーダー：ステアリングコミッティー委員長
（メンバー：プロジェクト参加各社、研究実施体会議）

報告


